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(1) 

令
和
６
年
度
第
１
回
会
員
意
見
交
換
会
が

「
長
野
駅
前
Ｂ
１
地
区
再
開
発
事
業
」
に
期
待

す
る
事
を
テ
ー
マ
に
し
て
実
施
さ
れ
た
。
同
事

業
は
末
広
町
の
一
部
地
権
者
も
参
画
す
る
事
業

で
あ
り
、
当
町
だ
け
で
な
く
長
野
駅
前
地
区
の

一
大
事
業
と
し
て
注
目
さ
れ
て
い
る
。
本
来
は

民
間
事
業
で
あ
る
た
め
同
事
業
者
の
考
え
方
が

第
一
で
は
あ
る
が
、
当
該
地
区
の
住
民
と
し
て

希
望
す
る
事
を
話
し
合
う
の
が
今
回
の
意
見
交

換
会
の
趣
旨
で
あ
る
。
参
加
者
に
は
同
事
業
の

ハ
ー
ド
面
と
ソ
フ
ト
面
で
希
望
す
る
事
を
上
げ

て
頂
い
た
。 

当
日
の
参
加
者
は
５
名
ず
つ
３
グ
ル
ー
プ
に

分
か
れ
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
形
式
で
行
っ
た
。
ま

た
、
当
日
は
準
備
組
合
か
ら
商
業
施
設
部
分
の

完
成
想
定
イ
ラ
ス
ト
を
提
供
頂
い
た
。
そ
の
イ

ラ
ス
ト
に
よ
る
と
末
広
町
交
差
点
に
正
面
玄
関

が
設
け
ら
れ
る
模
様
。
再
開
発
ビ
ル
と
ナ
ッ
ク

ス
末
広
の
間
は
ペ
デ
ス
ト
リ
ア
ン
デ
ッ
キ
で
連

結
さ
れ
る
予
定
と
な
っ
て
い
る
。 

ハ
ー
ド
面
で
出
た
主
な
意
見
と
し
て
は
、 

・
公
的
施
設
の
テ
ナ
ン
ト
入
居 

「
公
的
施
設
」
の
種
類
と
し
て
は
図
書
館
、
託

児
所
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る 

・
災
害
時
の
物
資
備
蓄
庫 

・
災
害
時
の
避
難
所
機
能 

・
医
院
が
あ
る
と
良
い
。（
内
科
・
外
科
） 

・
子
育
て
施
設 

・
人
が
集
ま
る
場
所 

・
再
開
発
ビ
ル
と
ナ
ッ
ク
ス
末
広
を
つ
な
ぐ
ペ

デ
ス
ト
リ
ア
ン
デ
ッ
キ
に
ア
ー
チ
（
以
前
末
広

町
通
り
上
に
あ
っ
た
）
を
設
置
で
き
な
い
か
。 

・
観
光
に
関
す
る
機
能
を
集
約
し
た
施
設
が
欲

し
い 

な
ど
の
意
見
が
見
ら
れ
た
。 

必
要
と
思
わ
れ
る
サ
ー
ビ
ス
等
に
つ
い
て
話

し
合
っ
た
ソ
フ
ト
面
に
つ
い
て
は
、 

・
フ
ァ
ス
ト
フ
ー
ド
含
む
フ
ー
ド
コ
ー
ト
（
を

設
置
し
て
ほ
し
い
） 

・
外
国
人
旅
行
者
向
け
の
多
言
語
対
応
の
案
内

所 ・
外
貨
両
替
サ
ー
ビ
ス 

・
子
育
て
支
援
の
サ
ー
ビ
ス
（
託
児
所
、
育
児

相
談
な
ど
） 

・
県
内
商
品
を
扱
う
物
産
店 

等
の
意
見
が
あ
っ
た
。
こ
の
ほ
か
、
ユ
ニ
ー
ク

な
意
見
と
し
て
は
善
光
寺
の
分
社
（
寺
？
）
を

設
置
し
て
は
ど
う
か
、
と
言
う
意
見
も
あ
っ

た
。 長

野
駅
前
と
言
う
立
地
か
ら
旅
行
客
（
主
に

海
外
）
へ
の
対
応
強
化
を
望
む
声
が
多
い
。
ま

た
、
多
数
の
人
間
が
往
来
す
る
地
域
の
た
め
地

震
な
ど
の
災
害
発
生
時
、
観
光
客
や
帰
宅
困
難

者
を
受
け
入
れ
ら
れ
る
機
能
・
設
備
を
求
め
る

声
も
あ
っ
た
。 

令
和
６
年
度 

第
１
回 

会
員
意
見
交
換
会 

開
催
日
：
令
和
６
年
７
月

23

日
㈫ 

場 

所
：
南
石
堂
町
会
公
民
館 

参
加
者
：

15

名 



 

 

第
26

令
和
６
年
度
な
が
の
祇
園
祭
御
祭
礼
屋
台
巡

行
が
７
月
14

日
㈰
上
西
之
門
町
の
弥
栄
神
社

か
ら
長
野
駅
前
広
場
に
至
る
長
野
市
中
心
部
で

開
催
さ
れ
た
。 

前
日
の
７
月
13

日
の
宵
山
で
は
北
石
堂
町

が
屋
台
を
展
示
し
日
本
舞
踊
と
お
囃
子
が
披
露

さ
れ
た
。 
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た
。 

              

今
回
の
ミ
ニ
講
演
会
は
本
年
４
月
に

野
村
證
券
長
野
支
店
長
に
着
任
さ
れ
た

干
場(

ほ
し
ば)

明
秀(

み
つ
ひ
で)

氏
を

お
招
き
し
て
開
催
し
た
。
干
場
氏
は

様
々
な
経
済
指
標
を
基
に
日
本
の
置
か 

              

れ
た
状
況
を
解
説
し
つ
つ
、
世
界
に
も

目
を
向
け
こ
れ
か
ら
成
長
し
て
い
く
国

に
つ
い
て
も
言
及
し
た
。 

干
場
氏
は
日
本
の
１
９
９
０
年
度

(

平
成
２
年
度)

予
算
と
２
０
２
４
年
度

(

令
和
６
年
度)

の
歳
入
・
歳
出
の
内
訳

を
示
し
社
会
保
障
費
の
歳
出
に
お
け
る

割
合
が
倍
増
（

17

･

５
％
／
１
９
９

０
年➡

33

･

５
％
／
２
０
２
４
年
）

し
て
い
る
事
に
伴
い
、
歳
入
に
お
け
る

国
債
の
割
合
が
増
え
て
い
る
こ
と
に
着

目
す
る
。
普
通
国
債
は
残
高
が
１
１
０

５
兆
円
（
２
０
２
４
年
度
）
積
み
重

な
っ
て
お
り
Ｉ
Ｍ
Ｆ
な
ど
国
際
機
関
か

ら
も
改
善
の
必
要
性
が
指
摘
さ
れ
て
い

る
。
社
会
保
障
費
は
少
子
高
齢
化
が
進

展
す
る
と
保
険
料
を
払
う
人
が
減
っ
て

年
金
や
医
療
費
を
も
ら
う
（
使
う
）
人

が
増
え
る
た
め
そ
の
差
額
を
国
債
で
埋

め
る
必
要
が
生
じ
る
。
一
方
で
、
税
収

増
の
手
段
の
一
つ
と
な
る
消
費
税
（
付

加
価
値
税
）
に
関
し
て
、
日
本
と
世
界

の
対
比
を
示
し
、
世
界
的
な
平
均
は

17･

７
％
、
Ｅ
Ｕ
加
盟
諸
国
は

15

％

以
上
に
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る

な
ど
の
実
例
を
紹
介
し
た
。
ま
た
、
貿

易
収
支
も
こ
れ
ま
で
は
黒
字
で
あ
っ
た

が
、
輸
入
に
頼
る
石
油
な
ど
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
価
格
の
上
昇
次
第
で
は
赤
字
幅
が

拡
大
し
か
ね
ず
、
円
安
が
進
ん
で
し
ま

う
可
能
性
が
あ
る
と
し
た
。
で
は
、
こ

う
し
た
状
況
下
で
ど
こ
に
投
資
を
し
て

い
く
か
を
考
え
る
と
日
本
と
海
外
両
方

に
目
を
向
け
る
べ
き
で
、
そ
の
中
で
も

成
長
軌
道
に
乗
っ
て
い
る
の
は
イ
ン
ド

で
は
な
い
か
と
述
べ
た
。
イ
ン
ド
は
生

産
年
齢
人
口
が
増
え
て
お
り
経
済
成
長

の
指
標
と
な
る
「
人
口
ボ
ー
ナ
ス
」
指

数
が
上
が
っ
て
い
る
事
が
そ
の
理
由
と

述
べ
た
。 

今
回
の
ミ
ニ
講
演
会
は
趣
を
変
え
日

本
、
世
界
、
長
期
的
視
野
か
ら
の
示
唆

を
頂
く
こ
と
が
出
来
た
講
演
会
で
あ
っ

 

ナ
ガ
ノ
駅
前
セ
ン
タ
ー
ミ
ニ
講
演
会 

【
８
月
】 

ミ
ニ
講
演
会
、
意
見
交
換

会
の
記
事
を
並
べ
て
み
て
ふ

と
思
っ
た
事
は
50
年
、
１

０
０
年
先
を
見
通
す
と
い
う

の
は
中
々
大
変
だ
と
い
う

事
。
国
の
進
路
や
街
づ
く

り
、
ま
た
、
企
業
も
永
続
す

る
た
め
に
は
長
期
的
視
野
を

以
て
望
ま
な
け
れ
ば
い
け
な

い
の
で
す
が
自
分
を
顧
み
る

と
ど
う
な
ん
だ
ろ
う
と
思
っ

て
し
ま
う
今
日
こ
の
頃
。 

編 

集 

雑 

記 

我
が
国
の
財
政
、
国
際
収
支
か
ら
見
る 

投
資
の
必
要
性 

実
施
日 

令
和
６
年
８
月
７
日
㈬ 

講 

師 
野
村
證
券
株
式
会
社
長
野
支
店 

支
店
長 

干
場 

明
秀
氏 

末
広
町
ト
ピ
ッ
ク
ス 

◎

な
が
の
祇
園
祭 

御
祭
礼
屋
台
巡
行
開
催 

宵
山 
令
和
６
年
７
月

13

日
㈯ 

本
祭 
令
和
６
年
７
月

14

日
㈰ 

昭
和

25

年
か
ら
始
ま
っ
た

「
如
是
姫
ま
つ
り
」
は
、
途
中
中

断
は
あ
り
ま
し
た
が
、
平
成
９
年

に
復
活
し
、
今
年
で

26

回
を
迎

え
、
長
野
市
の
秋
の
風
物
詩
と

な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
区
民
の

皆
様
、
会
員
の
皆
様
、
ま
た
関
係

す
る
多
く
の
皆
様
の
ご
協
力
の
賜

物
で
す
。
今
年
も
次
に
よ
り
開
催

致
し
ま
す
の
で
、
皆
様
の
絶
大
な

ご
協
力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。 

日
時 

令
和
６
年
10

月
13

日
㈰ 

場
所 

稚
児
行
列
：
か
る
か
や
山
西
光
寺
～ 

長
野
駅
前
広
場 

顕
彰
式
典
：
長
野
駅
前
広
場 

ほ
し 

ば 

み
つ 

ひ
で 

第
26
回 

「如
是
姫
ま
つ
り
」 

開
催
し
ま
す 

14

日
は
降
雨
の
あ
い
に
く
の
天
候
と
な
っ

た
が
、
お
先
乗
り
、
権
堂
町
、
問
御
所
町
、
大

門
町
、
北
石
堂
町
（
長
野
駅
前
広
場
か
ら
西
後

町
会
所
ま
で
の
限
定
運
行
）
の
屋
台
が
市
内
を

練
り
歩
い
た
。
末
広
町
は
例
年
と
同
じ
く
長
野

駅
前
広
場
に
て
南
千
歳
町
と
合
同
会
所
を
開
設

し
お
先
乗
り
と
各
町
の
屋
台
を
出
迎
え
た
。 


